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光さす新しい流れ ～精神保健福祉の最近の動き・その１～

○こころの健康政策構想実現会議あああああああ

欧米に比べ大きく遅れている日本のサポート体制を

充実させ、「このような現状を変えよう」と、今年4月に

志の高い精神科医や研究者、家族の会の有志約９０

人が手弁当で集まって２か月６３回の会議を経て厚労

省に提言を提出、１０月から実現会議に発展し、こころ

の健康についての総合的で長期的な政策を保障

する、「こころの健康を守り推進する基本法」の制定を

求める１００万人署名を集める国民運動が始まった。

《 家族からの７つの提言 》あああああああ

1. 本人・家族のもとに届けられる訪問型の支援・

治療サービスの実現ああああああああああああああ

2. ２４時間・３６５日の相談支援体制の実現ああああ

3. 本人の希望に沿った個別支援体制の確立あああ

4. 利用者中心の医療の実現ああああああああああ

5. 家族に対して適切な情報提供がなされることあ

6. 家族自身の身体的・精神的健康の保障ああああ

7. 家族自身の就労機会及び経済的基盤の保障あ

これらをもとに前記基本法では精神保健、医療保険、

家族支援、教育と啓発あああああああああああああああ

などの総合的政策で、あああああああああああああ

こころの健康増進こそあああああああああああああああ

が国の優先課題としてあああああああああああああああ

いる。あああああああああああああああああああああああ

NPO法人 第６号第６号

〒673-0521 三木市志染町青山１丁目26番地
TEL・FAX 0794（85）9990

夏の終わり頃だったか、ふわふわと白い棉毛をつけた"小枝”
を買った。花のあとにできるコットンボール６、７個はまだ緑も
残していたが、花瓶の水を替えるだけでつぎつぎと開裂して、
はじめは小さく纏まった白い綿毛が出てくる。綿毛は伸びて
ふくれて大人でも小さな掌なら包めないほどの大きさに成長
する。最初から開いていた綿毛は繊維（物質）となって形状を
保っている。中には小豆大の種子（棉実）が複数個あって、白
い棉毛（繊維）が密生している。棉実から棉毛を長く採ろうと
根元をつまんで引くがなかなかに力が要る。あああああああ
さまざまな花は私らを彩ってくれるけれど、そのあとの実や
球根のままで鑑賞にも実用にもなるものは他にあまりないの
ではと思う。棉は糸となり、布になって人間の生から死まで
を暖かく包んでくれている。ヒトは何時ごろから”綿”を利用
し恩恵を受けてきたのであろうか。全ての障がい者が”綿”の
ような福祉に包まれ、社会から理解されて、生き易い世の中
になればいいなぁ・・。あああ ああああああ（ひざき）ああ

～賛助会員になってください～

～ご賛同頂ける方は、下記電話までご連絡ください～
払込用紙（手数料不要）を送らせていただきます。

TEL・FAX ０７９４―８５―９９９０

NPO法人そよかぜねっとは、精神しょうがいのある
人たちが安心して、自分らしく、自立して暮らせる地域
創りを目指し、就労継続支援B型事業「やすらぎ工房」
の運営、啓発・広報、地域交流活動を行っています。
一人でも多くの方のご理解とご支援を願っています。

年会費：個人2千円・団体３千円
（会費は、法人の運営費に充当されます。）

早く薬を飲まなくていいようになりたいです。理由は体重
がふえるからです。
それとふつうの所で、ハニーズで仕事がしたいです。

私は、病気が原因で感情表現が鈍くなっています。

そのため顔の筋肉が硬直し仮面をかぶったようにな

っています。また、息苦しく感じ、一点を見つめている

ような感じです。だけど最近になって「何を落ちこんで

いるのか」と言われたり、「楽しそうやね」とか言われた

りして、自分にも感情というものがあり、表現ということ

をしているのかと思い、うれしい気持ちになりました。

これからは、悲しい時には涙を流し、褒められたら

素直に喜ぶ感情豊かな人間になりたいと思ってい

ます。あああああああああああああああああああああああ

ふつうの所で仕事がしたい

就労継続支援B型事業所

やすらぎ工房
今の気持ち

編

集

後

記

お願い

「”やすらぎ工房”来てみませんか？」 ある日病院の

待ち合いで知らない男性に声をかけられた。「お薬飲ん

でいますか？」「はい私は必ず飲みます」から始まった短

い会話。 知らない人だし正直通い始める勇気はなかった

（この時は・・・）。あ帰って電話番号を調べてTELしてみた。

「それなら一度見学してみませんか？」とのことだ

った。なんとか「やすらぎ工房」に着いた。仕事は内職のよ

うな細やかな手仕事、他にもあったが「来てもらえるな

ら、ここの所をお願いするかと思います」といわれた。あ

手先の細やかな仕事は好きな方なので、この時はじめ

て「利用してみようかなァ」と思った。ああああああああああ

あ実際利用してみると色々あるが仕事は楽しい。それに

一緒に入所したもう一人の女性がとても朗らかでウｨット

に富んでいていやされる。 ２ヶ月足らずで気になったこ

ともある。そんな時自分にハッパをかける意味でも、送迎

バスの帰りで「明日も頑張って来るわな～!!」「うん、行こ

うね!!」と返ってくる。ああああああああああああああああ

病院のデイケアに通ったこともあるが、どうも雑音ばか

り拾ってしまい、しんどくなり主治医とも相談してやめて

しまっていた。お金のこととか考えれば、又外勤など一

般パートとして病気を抱えながらも頑張ってきた私にと

って考える所はあった。けれど今ここが”私の居場所”と

思って通っている。あああああああああああああああああ

困ったことは職員さんに相談すれば良いし、何しろ強

い味方、彼女がいる。疲れて帰って「明日は休もうかな

ァ」と思う日もあるが、朝起きてOKなら出勤するようにし

ている。「頑張りすぎはいけないけど、頑張ることは大事で

すョ」という、以前お世話になった看護師長さんの言葉。頑

張りすぎかどうか、スレスレの時もあるが、とにかく

今はここで頑張ってみよう!!と思っている。ああああああ

居心地イイ場所を提供して下さっている職員さんメン

バーさん、よろしくお願いします。ああああああ（S.K）あ

自分の居場所

○イギリスの先駆的政策～早期支援・家族支援の

実現へ～あああああああああああああああああああ

精神疾患患者にとって日本の今のような遅れた現実

をもたらしていたサッチャー政権からブレア政権にな

ってから、ガン、循環器疾患と並ぶ三大疾患の一つと

して精神疾患を位置づけ、その早期治療、家族支援

という新しい支援システムを国の政策として作り上げ

た。それは一少女の病から親が立ち上がったことがき

っかけであった。あああああああああああああああああ

患者が医療機関に来ることを待つのでなく、医療側

から患者の家に訪問して早期に治療する等の取り組

みは最近のNHK教育テレビでも何度か報道された。

そこでは、介護する家族の余暇を保障する支援、家族

手当の給付制度等も紹介していた。ああああああああ

○障害、５人に１人が罹患する～QOLを下げる第

一位の病～ああああああああああああああああああああ

日本には現在、うつ病、統合失調症、アルコール依

存症などの患者が320万人、国民40人に一人以上が

精神疾患で受診、生涯罹患（りかん）率は人口の

18％、つまり5人に1人ということは他人事ではないは

ずです。WHOはQOL（生活の質）を下げる第一位の

病は精神疾患であり、先進国ではそれが病の健康・

生活被害指標（DALY）のトップになっている。身近に

当事者をもつ私たち家族、支援にかかわる人たちで

あれば、このことは日常体験している。あああああああ

おいしそうな
サツマイモ
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伊東 久雄
(副理事長）

１日平均利用者数 (人）

。
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靖
視

女性6名が利用
１日平均では4.6人
が利用（10月）

１日14.6人が利用 （前年比1.8人増）

月平均17.6人の男性が
利用、1日平均10.8人の
利用（10月マデ）

利
用
者
数
の
男
女
比
率
・
・
・
２
．
９
：
１

過日、テレビで向精神薬密売の闇に迫るドキュメントを見た。

暴力団も背景に患者をよそわせて医療機関から大量の薬を

処方させ、あるいは生活保護者を利用して無料の薬を入手し、

１０倍の闇値をつけて街頭などで売りさばく。薬依存症のため

救急車で運ばれる人など・・、そこにストレスや不安に悩み、

薬で救われることを求める社会が垣間見えた。ああああああ

こうして、病を悪用しての稼ぎ、薬を乱用する医療、放置す

る行政などで、さらに耐えがたい病に苦しむ人たちが増える。

あまりにもやりきれない世、弱い人間－－心やすらかに生き

られる社会をと切に望みながら、新しい法人理事・監事５人、

新採用者１人のNPOそよかぜねっとから新年度最初のそよか

ぜねっと通信を送ります。 ああ（伊東）ああ

oda seigo



2 2 3 4 5 6 7 10 17 18 24 25 3
1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2
1 　 利 　用 　者 年令 ～20 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 　 利用者工賃 3
2 ◆ 利用契約人数 27 人 3 9 10 3 2 ◆ 工賃支払い人数(平均） 21.1 人/回 4

3 (21.3.31現在）    　障害者年金 ３級 ２級 １級 ◆ 工賃・ﾎﾞｰﾅｽ総額(平均） 5626 円 184,750円　～　180円（最高～最低） 5
4 3 21 3 工賃平均（月） 5740 162,460円　～　290円（最高～最低） 6
5 ﾎﾞｰﾅｽ平均(年） 5177  24,990円　　～　120円（最高～最低） 7
6 ◆ 通所者延人数（年） 3,265 人 　　開所日数（年） 243 日 ◆ 工賃支給総額（年） 166 万円 8
7 ◆ １日平均通所者 13.4 人 9
8 10
9 11
10 　 職 　　 員 3月末 　 職 　員 　給 　料 12
11 ◆ 常勤職員 3 ◆ 688 万円 13
12 ◆ パート職員 5 ◆ 給料・通勤手当・賞与 446 14
13 　火・木 　週2日 1134 万円 15

　月・火・木／午後 　週2日 16

　（６月より）火・水（4h/日） 　週3日 17

　 ボランティア 　さん 18
◆ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　〈3〉ｸﾞﾙｰﾌﾟ　ほか 45 人 （ﾍﾞｰｽ） 19

関西国際大　学生 ２００ 人/延 万円 （前年） 20

補助金(地方） 0 590 21

訓練等給付金 1920 493 22

国、県補助金 0 205 23

　名和好子様から寄付（贈与）により取得 　*1 *1 寄付金・助成金等 1147 24

　 アクセス 青山１－５ 負担金収入・雑収入等 79 25

2.1 km 徒歩 30 分 ◆ 居宅 73.99 ㎡（木造瓦葺平屋建） 作業収入 201 26

1.4 km バス 　5 分 １５０ 円 ◆ 土地 247.99 ㎡ 　　内職賃収入等 187 27

0.7 km 徒歩 10 分 　　バザー売上 14 28

万円 3,347 29

　 施設概要 給料・賞与・手当等 1,134 30

　作業室 61.8 　㎡ 喫煙ﾊｳｽ 　　ｽﾁｰﾙ物置 社会保険料 103 31

　多目的室（玄関） 30.9 　㎡ 6.7　㎡ 9.4 ㎡ 光熱費・通信・旅費等 61 32

◆敷地面積 　㎡ 　休憩･談話室 14.1 　㎡ 3.9 ㎡ 事務機等使用料・備品 98 33

◆建物面積 190.8 　㎡ 　湯沸し室 4.6 　㎡ 修繕・消耗品・委託費等 0 34

　物入（外部） 5.3 　㎡ 車両購入費 0 35

　トイレ ○ ○ *1 不動産取得支出 1,180 36

　DK ８帖 支払工賃(ﾒﾝﾊﾞｰ給料） 166 37

　事務室 ６帖　(和室） 作業材料費等 10 （バザー担当弁当代含む） 38

　和室 ６帖／４．５帖 地代家賃 ０ 39

　洗面ｽﾍﾟｰｽ 2.7 　㎡ 3,114 40

～～　左上にヒト、左下にモノ・コト、右半分にカネ　～～ 41

42
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２F
（旧緑が丘ガス事業所管理棟）

神鉄緑が丘 － 工房

神鉄緑が丘－公民館前

緑が丘公民館前－工房

１F

（21年12月）　

第６号 そよかぜねっと通信 平成22年11月30日第６号 そよかぜねっと通信 平成22年11月30日

給料・通勤手当・賞与

はじめまして！『相談支援センター』です

「仕事」って何だろう？

駐車ｽﾍﾟｰｽは十分

／ ◆

通所者が作業で得た収入
から支払う。

数字で見る『やすらぎ工房』
２１年度実績による

無償で勤労
いつも有難うございます。

三木市からの
無償使用貸借

日常的に「給料」と呼ぶ
給料とは云えない！

ﾌﾙﾀｲﾑ換算5人の年間給料

（

（

（

）

）

）

通勤手当４０万円

収 入

支 出

～ ヒト・モノ・カネ ～

21人前後/月

～屋内階段なし～
チョッと不便

利用者と作業種類
の増加により

支払対象〈39〉人/年

(大１、小１）

別 棟

（短時間労働）

（ﾌﾚｯｸｽ）

／

就労継続支援B型事業所

保有不動産

給付金の59％相当額

（延6名、3名強換算）

～※※～※※ 《 平成２２年度通常総会 ２０１０．６．２５ 》 概略報告 ※※～※※～
議事 １． 平成２１年度事業報告、収支決算報告・業務監査報告が了承された。

監事鈴木氏より食事提供加算、個別支援計画等についての意見書が提出され、法人からそれに関する
法令・規則・県当局の指導などに即して運営されている旨の回答が述べられ、質疑応答があった。

２． 次の理事９名が選出された。
伊東 久雄 今泉義之助 上原 靖視 川畑とみ江 竹内 省三
日﨑 廣司 岸下 保 茂木美知子 高岡 真弓
議事終了後、理事互選により理事長 上原 靖視、副理事長 伊東 久雄、今泉義之助が選任された。

３． 次の監事２名が選出された。
小河 善則 西田 博之 (青字＝新任の役員）

報告 １． 平成２２年度事業計画・予算
２． 法人会員状況 （正会員25名、賛助会員10名）

＊総会の詳細については事務局保存の議事録を閲覧できます。

理事長を退任してあ 理事 竹内 省三ああ

３年前の法人設立から本年通常総会の日まで、理事

長を務めさせていただきました。最大の課題は、やすら

ぎ工房の小規模作業所から障害者自立支援法で定め

られた法定事業所への移行でした。やすらぎ工房は、

多くの方々のご理解とご協力のお蔭で、法定事業所へ

移行できました。そして現在、上原施設長（兼理事長）

のもとスタッフ全員一丸となり、様々な利用者さんに大

いに利用していただいています。このことを心より嬉しく

く思っています。ああああああああああああああああああ

在任中、皆様から暖かいご声援とご指導を賜わりまし

たことに、厚くお礼申し上げます。至らぬ点が多々あっ

て、多方面にご迷惑をおかけしました。この場を借りて

お詫びを申し上げます。３年間本当にありがとうござい

ました。ああああああああああああああああああああああ

理事長は退任いたしましたが、当法人の未解決の課

題の克服とさらなる発展に向け、引き続き理事として活

動に関わらせていただいています。変らぬご指導ならび

にご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。あ

理事就任のごあいさつあああああああ

通常総会において、理事に選任されました岸下と申し

ます。よろしくお願いします。あああああああああああ

役員就任のコメントをとのことですので、「やすらぎ工

房」の皆さんとのことについて振返って見ますと３年半

前に、私が青山１丁目自治会役員をしていた関係から

三木市立障害者総合支援センターの「はばたきの丘」

の委員となりましたが、その時同じ役員をしていた「や

すらぎ工房」の役員の皆様と親しくお付き合いをさせ

ていただくことになり、それからは毎年餅つき大会等

の行事に家族ぐるみで参加させて頂きました。あああ

今年３月頃に役員就任のお話しがありましたが、私

でもお役に立てるだろうかと考えましたが熟慮の上受

けさせて頂くことにしました。あああああああああああ

役員就任前や就任後、度々やすらぎ工房に訪問さ

せていただき上原施設長や生活支援員の皆様の仕

事ぶりを拝見しましたが、通所者の皆さんが仕事をし

やすいようにと頑張っておられる姿を拝見して感激し

ました。あああああああああああああああああああああ

これからは、理事長を中心に通所者の皆さまの自立

生活への支援、社会参加の促進について微力ですが

お手伝いできればと思っておりますので宜しくお願い

します。 理事 岸下 保ああ

はじめましてあああああああああ

私、平成２２年６月２５日の通常総会において、監事に

就任いたしました、西田と申します宜しくお願いいた

します。あああああああああああああああああああああ

この様な大役を引き受け、大きな責任を感じております。

幸いなことに本年度は監事が２名となっており、小河監

事と協力し合って「そよかぜねっと」さんの資産及び会計

等について、定款に定められた監査をしっかり

と務めて行きたいと思っています。あああああああああ

役員や、会員の皆さん、就労訓練されている皆さん

が「やすらぎ工房」で仕事をして良かったと言える施設を

築き上げて頂きたい、そのお手伝いを微力ではあります

がさせて頂きたいと思っています。あああああああ

昨日、東京６大学野球を見て感動いたしました。早

稲田大学の斉藤投手の最後の挨拶の中に多くの「仲

間」たちと一緒に野球が出来てよかった。多くの仲間

に感謝しますと言っていました。ああああああああああ

就労訓練をされている皆さんも、作業を通じて誉め

合い、励まし会って多くの仲間を作ってくださいね。あ

私も「そよかぜねっと」さんのお手伝いをしながら多

くの仲間が出来ればと思っています。皆様のご指導

宜しくお願いいたします。あああああああああああああ

平成２２年１１月４日 監事 西田 博之あああ

新任ごあいさつああああああああ

このたび、NPO法人そよかぜねっとの監事に選任され

ました小河と申します。本業の司法書士事務所を神戸か

ら自宅のある三木へ移してすぐに今回の監事就任

のお話しをいただきました。ああああああああああああ

三木で生まれ育った人間として、地元で障がい者支援

に真摯に取り組んでおられる「やすらぎ工房」の皆様

の姿を拝見し、今後は、微力ではございますが、誠心

誠意、職務に尽力してゆくつもりでおります。ああああ

近年では成年後見業務等にも我々司法書士が関与

することが増えており、そのような面からも何かお役に

立てることがあればと考えております。あああああああ

皆様方のご指導ご鞭撻を賜わりますようお願い申し

上げます。 監事 小河 善則ああ

1年通して”就継B”の初年度あ
あ あ あ あ

21年度は就継B事業を通年で運営
した最初の年度になった。ああああ
（20〈前々〉年度は、1～3月のみ）ああ
4～12月が作業所補助金であった
20年度の運営収入1083万円に比
べ、840万円増の1920万円（サービ
ス管理責任者の常勤要件の不備を
原因とする過誤返戻▲131万円相
殺済み）を訓練等給付金に計上で
きた。作業所補助金に比べ自立支
援法の給付金は、財政基盤が安定
するので、職員８名の配置が可能に
なっている。あああああああああああ

嬉しいモノ・コトあああ
21年度の活動において、特筆すべ
きことがあった。青山１丁目にお住ま
いであった名和様から”障害者福祉
に活用して欲しい”と不動産の寄付
（贈与）を頂いたことは、法人にとっ
て真にうれしいことでありました。ああ
21年10月下旬のお電話に始まり12
月下旬に移転登記を完了している。
(物件の内容は上記コラムに掲載）ああ

このご篤志に応えられるよう、今後
は、利用者、役職員、関係者で知恵
を出し合い、地域のご理解・ご支援
を得て活用の具体策について検討
することが課題となっている。あああ

給付金の過誤返戻aaああa
サー管責任者の常勤要件を充足

していないとする監事指摘があった
ことについては、県当局のご指導も
受けて、過誤料金表に従い、3ヶ月
分（5～7月）の30％相当額131万円
（うち1.3万円は利用者に・・）を返戻
することとなり21年9月分で相殺返
戻を済ませている。ああああああああ
過誤を清算するコード表は、就継
B型以外の事業にも同様に定められ
ている。また、届出利用者定員（当
法人は20名）に恒常的な超過があ
った時にも同様に返戻のコード表が
規定されている。あああああああああ

１２月１６日（木） 13：30～15：40（13：30～受付） 三木市教育センター
主な内容：14：05～15：35
フォーラム「病とのつき合い方、生き方～ 当事者の体験から学ぶ」

NPO法人ハートフル副理事長 障害者相談支援センター「輪っふる」センター長
～水野 燿子氏の聞き出し役で、５人の当事者と上記テーマで話し合う。～

○ひとつのエピソード～家族亡き後？

「両親も亡くなっているが、アパートの一人暮らしで頑張っている」と通所者の言葉に、「生前ずいぶん悩まされたご両親
でしょうが、あの世で喜んでいますね」と水野耀子さんが励ました。水野さんが４作業所を回り、 発表者と懇談、いろいろ
聞き出している中でのやすらぎ工房での一つの会話です。 ＜家族亡き後＞を想う一人として心に残ったひとこま－－－
施設を支える人たちの日々の努力・愛情、社会のぬくもりがあればそう悩むことはないのでは？

（＊注： 財団法人 兵庫県精神障害者家族会連合会）

ご案内 精神疾患理解のための研修会のご案内

平成２２年度北播・丹波地区 精神保健福祉研修会
主催＊兵家連 担当／ほのぼの会


